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です。授業におけるコーディネートは，棋士がその局面局面に応じて

最善と思われる次の一手を考えることと共通しています。「あのとき

別な発問をしていたらどうなっただろうか」「Ａ子の発言でなくＢ男

の考えを軸に展開していったらどうなっただろうか」など，いろいろ

な可能性について想像を巡らせることが必要です。特に，内容の定着

の度合いが低かった場合や子どもの自己評価がよくなかった場合など

は，子ども自身の話なども聞きながら，より入念に振り返りをする必

要があります。もし，参観者がいて意見がもらえるとすれば，それは

非常に幸運なことと受け止め，謙虚に意見を聞き，授業改善の参考に

していくことが大切です。

　第３の視点は，「宿題やテストとのつながりを考える」ことです。

宿題で調べさせたことを生かして授業を展開することや，授業の発展

として応用的な問題に取り組ませることなど，授業と宿題とのつなが

りを生かす方法は様々に考えられます。授業を振り返ってみると，宿

題に求めるものも変わってくるはずです。テストについても同様で，

育てたい力が身に付いたかどうかをきちんと見ることができるものに

し，結果を振り返って次の授業の構想に生かすなど，授業とのつなが

りを大切にする必要があります。理解という点でも意欲という点でも

相乗効果をもたらすことができるよう，授業と宿題やテストとの関係

を固定化してしまわずに，内容や学習活動との関連から柔軟に考え，

つないでいくことが必要です。

　これらの３つの視点について，次のページからより詳しく述べてい

きます。

　プロの棋士は対局が終わった後に必ず「感想戦」を行って，一局の

山場となった部分について両者で検討をして次につなげていきます。

ときには一手目から指し直しをしたり，その対局の解説者や参観して

いた棋士を交えて検討したりすることもあります。このように振り返

りをしながらよりよい手を追究していくことが，彼らの技量を保障し

ていると言えます。教育の「プロ」として，我々もそれを見習って授

業を振り返り，よりよいものにできるよう考える必要があります。

「授業を振り返る」３つの視点
　第１の視点としては，「子どもの姿を振り返る」ことです。授業の

始まりから順に流れを思い起こして，誰がどんな発言をしたのか，そ

れに対してどんな反応があったのかを思い返します。発言は比較的簡

単に思い出すことができますが，班での活動や発言を聞いている子ど

もの様子を思い返すということはなかなか難しいことなので，板書や

子どものノート，机間指導のメモなどを参

考にします。また，授業を録画して見返す

と，授業中にはとらえることができなかっ

た子どもの様子や，普段意識していなかっ

た自分の癖などに気付く場合もあり参考に

なります。振り返りを続けていくことで，

子どもを見取る力を高めていくことができ

ます。

　第２の視点は，「授業展開を振り返る」ことです。自分がコーディ

ネートした授業の流れはよかったのかどうかを再検討するということ
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を推察していく力を磨いていきましょう。

２　子どもの姿を振り返る方法
⑴　ノートで振り返る

　子どものノートから，一人一人の理解の程度だけでなく，見方・考

え方・感じ方などをとらえていくことは，有効な振り返り法です。「素

直な考え方をする」「多面的に見ることができる」「もう少し深く考え

てほしい」「字が上手」「まとめ方がよい」など，ノートから一人一人

の子どもの特徴をとらえることができるからです。

　そのためには，板書事項をきちんと書

き写すというノート指導の基本だけでな

く，追究の足跡や感想など自分の考えを

付け加えていくノート指導が必要です。

自分の考えを書く時間と場を設定し，考

えを深めさせたり，まとめさせたりする授業をしていく必要があると

いうことです。

　子どもたちにノートを返す際は，更なる意欲付けや思考の深まりへ

つなげていくためにも，検印を押すだけではなく，よい点の称賛や励

まし，アドバイスを朱書きで記述することが大切です。文字を見ただ

けで，誰が書いたのかが分かるくらいになりたいものです。

⑵　座席表で振り返る

　座席表に学習の様子を記録し，それをもとに振り返りを行うことも

有効です。見取ったことを，授業中に素早く簡潔に記述するためには，

教師の余裕や広い視野が必要になります。教えることばかりに気持ち

が向いていると見取りはおろそかになります。また，授業の流れも教

師から子どもへの一方通行になってしまいます。

　このようなことを避けるためには，本時の授業の中で，「どの場面で」

　放課後の誰もいない教室で，子どもたちの机を整えながら「Ａ子は，

今日も元気な返事で，発言も多かった」「Ｂ男が発言してから，授業

に活気が出てきた」「Ｃ男は，一回も発言しなかった」などと，子ど

も一人一人の学びの様子を思い浮かべたことはありませんか。

　その一方で，「Ｄ子の授業中の様子は…？」などと，はっきりと思

い浮かべることができなかったことはないでしょうか。

　ここでは，授業後の子どもの姿を振り返ることの大切さとその方法

について述べていきます。

１　子どもの姿から学ぶことの大切さ
　昔から，教育に携わる者の心得として「子どもの姿から学ぶ」とい

うことが言われています。また，子どもの姿から学ぶことは，教育者

の常識と考えられています。

　しかし，子どもと共に行動し，共に学んでいると思っていても，案

外「子どもが見えていない」「子どもを感じとっていない」ことが多

いのも事実です。

　子どもは学習しながら変容し，変容しながら学習していきます。だ

からこそ，私たち教師は，子ども一人一人の思いや願いを，様々な角

度から，的確に，時には瞬間的にとらえられるようにしていく必要が

あります。その力を磨いていくのが振り返りなのです。

　私たち教師は，「子どもがどんな表情で授業に臨んでいたか」「友だ

ちの話をどんな態度で聞いていたか」「どんな話合いをしていたか」

などを振り返り，子どもの内面を深くとらえようとすることが大切で

す。発言やつぶやき，表情，ノートへの記述などから，子どもの内面
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それぞれへの支援策も考えることができるようになります。ただし，

授業は教師と子どもたちとのかかわりの中で展開されることを踏ま

え，記録することが目的とならないように気を付けましょう。

⑶　録音・録画機器を活用して振り返る 

　学級全員の子どもの様子を振り返るため

には，レコーダーで録音したり，ビデオカ

メラで録画したりする方法があります。

　音声や映像を利用することで，発表や発

言をした子どもだけでなく，聞いている子

どもやグループでの話合い活動の様子など，授業中には明確に見取る

ことができなかった表情やしぐさ，つぶやきなどを拾い上げることが

できます。そしてそこで，よさをとらえたり，子どもの表情の意味を

考えたりするのです。

　毎時間行うことは難しいかもしれませんが，せめて学期に一度くら

いは自分の授業を録画・録音して振り返ることをおすすめします。こ

のような振り返りの積み重ねが，瞬間的な判断の精度を上げていくこ

とになるからです。

⑷　授業後の休み時間，子どもとのふれあいから振り返る

　休み時間という，リラックスした時間に聞かれる子どもたちの本音

に耳を傾けることも，振り返りの一つの方法です。

　休み時間に，子どもから「先生，理科の授業のアンモニアの噴水は

すごかったね」という感動の声，「先生，あの算数の問題は何で○○

の式になるの？」という疑問の声，「先生，グループ活動の時，○○

さんは面白い意見を言ったよ」という友だちのよさをとらえた声など，

授業についての様々な情報が提供されることがあります。そのために

は，日頃から，子どもとの何気ない会話を大切にするとともに，子ど

もの素直な声に対して，共感的に接していくことが必要なのです。

「どんな活躍の場を与え」「何を伸ばし，育てたいのか」などを前もっ

て計画しておくことが大切です。そして，実際の場面で見取った子ど

ものよさなどを，記録（メモ）していくのです。

座席表の記入ポイント

①　子どものよさや新しい面などを積極的にとらえ，忘れないう

ちに簡潔に書く。

②　その後の指導に生かせそうなことを書く。               

③　記号や単語で簡潔に書き，短時間でポイントを記入する。 

④　悪い点を記入しているという印象を与えないようにする。 

⑤　授業後に思い出したことも加筆する。                   

※　個人情報の扱いに注意する。                           

　下の表は，理科の授業において，実験結果を班ごとに考察し，それ

をもとに全体でまとめを行った時の座席表の記述例です。

　座席表に子どものよさなどを記録し蓄積していくことで，子どもの

学びの変容を連続的にとらえることができるようになります。また，
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④　録画・録音の機器等を使った授業記録から

　自分の視線，立ち位置，表情，発問の仕方，目の届いていなかった

子どもの様子など多様なことが分かります。特に，板書の経過記録の

写真は，授業や思考の流れの振り返りに有効です。

⑤　週案や授業のポートフォリオなど，振り返りのための記録の累積

　から

　簡単な振り返りを週案に記録しておくことや，授業研究にかかわる

指導案や板書などの写真，資料等の記録をまとめて累積しておくこと

も，自身の記録として後の振り返りに役立ちます。

⑵　第三者と振り返る方法

　授業を振り返る一番の機会は校内研修ではないでしょうか。授業研

究での事後検討会などを活用する方法です。以下の方法などをもとに

して第三者と共に振り返ることができます。

○　全発問，全指示の記録                               
○　子どもの様子の記録（抽出児童など）                 
○　研究の視点や本時の手立ての振り返り                 
○　授業の流れに添った振り返り（導入・展開・終末）     

　校内研修などにおける授業研究は，多くのプロに多くの観点から自

分の授業を見ていただく数少ない貴重な機会です。プレッシャーはも

ちろんありますし，自分の至らない点を指摘されることもあります。

そうした助言の数々は教師としての自分の財産となって残ります。自

分の未熟さを自覚し，授業力を向上させようと積極的に授業を公開し

ていく，その気持ちこそが大切なのです。向上心なき教師の授業力は

低下していきます。授業力の高い教師の教室では，子どもの笑顔や真

剣な目差しなどが輝いています。そのような授業を行うことが私たち

プロの仕事です。

　研究授業が終わってホッと一息。後は，気持ちを切り替えて次の単

元へ…。そんなふうにして，せっかくの授業力向上の機会を逃してい

ませんか。研究授業に限らず，ほんの少しの時間でも振り返りを行う

ことは授業力向上のための大変よい方法です。しかし，なかなかでき

ないことが多いのが現状です。

　では，「何を振り返るか」「どうやって振り返るか」などについて，

詳しくみていきましょう。

１　何を振り返るか
　振り返りの中心は，授業のねらいとしたことを子ども全員が達成で

きたかどうかです。P．72に授業展開を振り返る視点をまとめておき

ましたので，ぜひ活用して自分の授業を振り返りましょう。

２　どうやって振り返るか
⑴　自分自身で振り返るための資料収集

①　子どもの学習感想や自己評価表などの検証から

　主に授業に対する情意面の評価を見ることにより，子どもの学びへ

の意欲や思考の足跡などを振り返ります。

②　設定した評価規準から

　具体的な子どもの姿で設定した評価規準と比較し，座席表や名簿な

どにＡ・Ｃなどの記号によるチェックを行っていき，１単位時間のね

らいの達成状況を把握することで振り返ります。

③　評価テストや単元テストなどから

　定着の度合を客観的な資料で振り返ります。
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授業を振り返るのためのチェックシート

１□　子ども全員がねらいに到達できていたか。               

２□　めあてはねらい達成のために適切だったか。             

３□　めあては子どもの意欲を引き出し，追究価値があったか。 

４□　一人一人が自分の考えを持つ時間を確保できたか。       

５□　自力解決が早く終わった子どもへの指示はできていたか。 

６□　自力解決が不十分な子どもへの支援はできていたか。     

７□　その後の授業や支援に生かす意図的机間指導ができていたか。

８□　指示や発問は的確で明瞭だったか。                     

９□　焦点化された内容を共有する活動はあったか。           

10□　共有の目的・内容・方法は適切だったか。               

11□　子どもの発言に真摯に対応したり，称賛したりできたか。 

12□　子どものつぶやきや考えを生かして進めていたか。       

13□　子どもが真剣に考える姿があったか。                   

14□　共有したものを吟味し合う活動はあったか。             

15□　吟味した結果を自分の中で再構成する活動はあったか。   

16□　ノート指導や記録の書かせ方は適切だったか。           

17□　ねらいとまとめは整合していたか。                     

18□　子どもが自己の学びを振り返る活動はあったか。         

19□　単元における本時の位置付けを子どもは意識できていたか。

20□　板書は計画的・構造的で文字や掲示資料は見やすかったか。

21□　板書に本時の授業や思考の流れが表れていたか。         

22□　授業の時間配分はねらい達成に適切だったか。           

23□　本時の学習活動や手立てはねらい達成に有効だったか。   

24□　受容的態度や共感的態度，笑顔で(楽しんで)授業ができたか。

25□　評価を適切に行い指導に生かすことができたか。         

⑶　ペアなどによる普段の振り返り  

　校内研修の授業研究だけでは，授業力向上の鍵となる授業公開の機

会がどうしても不足します。授業を数多く公開している教師の多くは

授業力も高いものです。公開することで，数多くの助言や意見を受け

授業力を向上させてきたのです。ペアなどの少人数により短時間でも

授業の振り返りを行うことは，授業力向上にぜひおすすめです。

①　ペアでの振り返り 

　まず，同学年や同ブロック，もしくは同教科や同年代など，教師同

士でペアを組みます。簡単なＡ４判１枚程度の略案を作成したり，45

分（50分）の時間すべてでなくても可能な時間で参観してもらったり

します。そうして，放課後などに簡単な事後検討会を行うのです。指

導案に，自分の課題や見ていただく観点などを書いておけば，自己の

課題解決に役立ちます。これは，比較的手軽に行えます。

②　ぺア以外での振り返り 

　ペアの都合が付かない場合でも，校内であれば校長先生や教頭先生，

教務主任や研修主任，専科の先生など，どなたか都合の付く方にお願

いして見ていただくのもよい方法です。指導主事の要請訪問も有効な

１つの方法です。とにかく，「まだまだの自分」を自覚し，改善のた

めの授業テーマを持って授業を数多く公開する。そして，忌憚のない

意見をいただくことが授業力向上の一番の近道です。

　自分にとって耳が痛いような意見を言ってくださる先生や，あこが

れの授業を行うような先生がいるのであれば，授業力向上を願う身に

とってはこの上ない存在です。自分に足りない部分を的確に指摘，指

導，実践して見せてくれる名コーチもしくは師匠との出会いです。

  授業の振り返りにより，自分の課題(例 発問や板書方法，子どもの

見取り方など）を解決するための具体的な気付きを得ることができま

す。
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れがあります。

⑶　補充・強化型

　「問題集・プリント」など，授業で不足しがちな問題演習を課すこ

とで，個々の学力を伸ばそうとするものです。一方，自力解決できな

い子どもにとっては手つかずに終わり，答えを写すだけとなります。

　また，「明日までに５ページ全部をやってくるように」などと，一

度に大量に課すことは避けたいものです。

⑷　追究型

　「レポート作成・調べ学習」など，学習テーマに沿った内容や方法で，

ときには自由にそれらを選択させ，考えをまとめさせます。思考力・

判断力・表現力等がはぐくまれるだけでなく，発表会などを通して，

学習の成果を共有することもできます。一方，子どもの実態に応じた

課題でなければ，「書けませんでした」となってしまいます。

 

２　宿題と授業をつなぐ  

　宿題を課す場合，授業ですべきことと，家庭でさせたいことを区別

することが大切です。また，宿題は家庭で一人で進めるわけですから，

難易度や分量について配慮することが必要です。しかし，あまりにも

簡易すぎるものでは本来の目的を失い，子ども

にとって価値のないものとなるでしょう。そう

なれば，「やっても，やらなくても同じ」とい

う意識が働き，かえって子どもは宿題をやらな

くなるものです。

⑴　一律の宿題ではなく個に応じた宿題

　いつも，全員に，同じ内容，同じ量の宿題を課してはいないでしょ

うか。時には，問題数，難易度，学習テーマを子どもが自由に選択で

きるようにするなど，個の能力に応じた工夫が必要です。そして，個

　子どもたちが課題解決に意欲的に取り組み，授業のねらいを達成す

ることができたとき，授業者として「今日の授業はうまくいったぞ」

と満足することでしょう。ところが，授業終わりの「それでは宿題を

出します」の一言に対して，「えー」という子どもたちの反応に，がっ

かりした経験はないでしょうか。

　「宿題」や「テスト」は，子どもにとって何ともイメージが悪いも

のです。しかし，子どもの確かな学力をはぐくむためには，これらと

授業を切り離して考えることはできません。

                                 

１　宿題の特徴と問題点
　宿題は，大きくは「予習」と「復習」の２つに分かれますが，以下

に示すように，目的別に分類・整理することで，それぞれの特徴や問

題点が見えてきます。

⑴　効率型

　「視写，意味調べ，音読」など，事前に授業の準備をさせておくこ

とで，授業の効率化を図るだけでなく，予習の効果として，授業に対

して見通しを持って取り組むことが期待できます。一方，習慣化され

ていない子どもにとっては，授業に乗り遅れてしまうことになるで

しょう。

⑵　習得・定着型

  「計算・漢字ドリル，暗唱，暗記」など，基礎的な知識・技能を確

実に定着させるために課す宿題で，小テストなどにより，家庭での学

習した成果を確認する場を設定することが大切です。一方，量や回数

が多すぎると，子どもにとって負担となり，意欲の低下につながる恐
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指導方法を見直す場でもあるということを忘れてはいけません。

⑴　結果を指導に生かす

  テストのあと，「間違ったところをもう一度やりなさい」などと教

師はよく言います。子どもにとって必要なこの「見直し」は，教師自

身にも必要です。テスト結果を設問別に分析し，子どものつまずきや

指導上の課題をつかみ，授業を工夫改善することが，教師にとっての

「見直し」なのです。授業づくりの工夫については，国立教育政策研

究所が作成している『全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業

アイディア例』が参考になります。

　　　http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

⑵　作問を通した教材研究

  全国学力・学習状況調査をはじめ，高校入試問題など子どもたちの

解く問題を，まずは教師自身が解いてみましょう。そして，その問題

のねらいや意図をつかみ，子どもの実態に合わせて改題したり，自作

問題をつくったりすることは，教材研究の手法として大変有効であり，

教科の専門性を高めることにもなります。

⑶　加点方式による採点

　「知識・技能」を問う問題については「できた・できなかった」で

ある程度の評価ができます。しかし，「考え方」を問う問題について

はどうでしょう。子どもの思考過程を評価するのであれば，採点基準

を明確にするだけでなく，加点方式による採点を取り入れる必要があ

ります。具体的には，「授業で押さえたキーワードを使用している（１

点）」「事実をもとに述べている（１点）」「事柄Ａについて正しく述べ

ている（２点）」など，正答に対してどこまで近付けたかを評価します。

授業中，教師が子どもの発言を受け止め，そのよさを評価するように，

テストにおいても，子どもが安心して自分の考えが書けるような評価

であれば，無解答率も下がるのではないでしょうか。

のがんばりを称賛し，解き方や考え方などでよいものを紹介すること

で，「次はもっとやってみよう」という意欲の向上につながります。

⑵　授業の学びが生きる宿題

　授業内容を発展させた課題や，オープンエンドの授業を行い，家庭

で追究する課題を宿題にしましょう。宿題が，授業の延長として家庭

学習に位置付けられることで，子どもたちの学びはより確かなものと

なります。そのためには，授業で扱う問題を吟味し，子どもたちにとっ

て魅力ある課題にすることが重要です。

⑶　学習課題につながる宿題

　子どもたちが書いてきたことや，調べてきたことをもとにした授業

づくりを考えましょう。互いにそれを比較し合い，共通点や相違点を

見いださせ，子どもたちの疑問や問題として取り上げることで，本時

の学習課題へとつなげるようにします。このように課題が設定されれ

ば，自ずと主体的に学習に取り組むでしょう。更には，宿題に対する

イメージも変わってくるのではないでしょうか。

⑷　身近な素材を用いた宿題

　日常生活や社会に関する素材を取り上げてみましょう。スーパーの

ちらしや新聞記事の利用，自宅周辺や地域の調査，インタビューなど，

身近な素材について自分なりの考えをまとめるなどの宿題によって，

学ぶ意義を知り，身に付けた知識・技能を活用する力が高まります。

また，学習テーマをいくつか示しておき，自由に選択できるようにし

ておくことも有効です。

３　テストと授業をつなぐ
  子どもたちの学力を確認する場として，評価問題や単元テストなど

があります。しかし，評価することのみが目的となってはいないでしょ

うか。これらは，授業者にとって，指導の成果を確認する場であり，
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◇小学校　国語科　第６学年　「海のいのち」

◇中学校　国語科　第２学年　「盆土産」

◇小学校　算数科　第５学年　「整数をなかま分けしよう」

◇中学校　数学科　第２学年　「平行と合同」

◇小学校　理　科　第６学年　「植物のからだのはたらき」

◇中学校　理　科　第３学年　「運動とエネルギー」
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ことで，感想や考え，経験などを引き出して

いきます。書くための材料を集める手助けを

する働きかけです。順調に筆が進んでいる子

どもにも，質問をします。解釈を深め，表現

を豊かにさせるためです。

○　「主人公をどう思った？」「気になったところはどこ？」「読み終

わった時，何を感じた？　それはどこからそう思ったのだろう？」

「同じような経験をしたことはある？」など                     

○　「どうしてそう思ったの？」「ここのところを，もう少し詳しく知

りたいな」「このことを短い言葉で言うと何だろう？」など   

２　一人一人への働きかけがもたらしたもの
　その後，子どもたちは同じ作品を選んだ者同士で交流を行いました。

⑴　活発な交流

　一人一人に応じた教師の働きかけによって自信を得た子どもたち

は，積極的に友だちと対話をしていきます。「話したい」「聞きたい」

「比べたい」があふれた教室には，自分の考えを友だちに伝えようと

必死で言葉を探す子どもの姿がありました。そして，交流後のまとめ

では，交流によって確かになった自分の考えを，思考力・判断力・表

現力等をフル回転させてまとめていきました。

⑵　そして，親和的な学級へ

　交流活動では，誰一人，孤立している姿はありませんでした。表現

することが苦手な友だちにも寄り添い，「なるほど。こういうところ

がいいと思ったんだね」と，友だちの言葉を補おうとする子どもの姿

もありました。教師による日々の温かな言葉がけの結果が，温かな心

を持つ子どもと親和的な学級を育てていることを示していました。

　第６学年「人物の生き方を考えよう」の授業から，子どもの姿を見

取り，一人一人にどのように対応していくかを紹介します。

１　一人一人に応じた働きかけ
　『海のいのち』を全体で学習した後，子どもたちは，立松和平氏の「い

のちシリーズ」を読んできました。本時は，その中から各自が選んだ

作品の主題をまとめる時間です。まず，それまでに学んできた物語の

読みの視点を生かして，それぞれに主題をまとめていきます。時間は

15分間。子どもたちが書いている間，教師は机間指導によって記述内

容を把握し，一人一人に応じた働きかけをしていきました。

⑴　自信を与える「言葉がけ」

　自信を与える肯定的な言葉をどんどんかけていくことを基本とし

て，働きかけは進んでいきました。たとえ内容や表現が十分ではない

としても，すぐに指導を行うのではなく，子どもの「今」をとらえ，

それを認めることから始めたのです。

○　「たくさん書けたね」「面白い見方だね」「いい表現だね」「この言

い方，先生は好きだなあ」「伝えたいことがよく分かるなあ」など

　そして，サイドラインを引いたり丸を付けたりしていきました。時

には言葉ではなく，頭をなでてほめてあげます。ラポールを築いてい

るからこそできる，小学校ならではの価値付けです。

⑵　質問による「引き出し」と「深化」

　うまく書き進めない子どもがいれば，寄り添い，様々な質問をする
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  これらの中から，前述の②③をもとにして，身に付けさせたい力を

絞り込みました。そのようにして作成された「単元の目標」を，実際

の学習指導案で見てみます。

【単元の目標】         

◆　登場人物の人柄や心情などを通して，家族の

心のふれ合いについて考えることができる。

◆  登場人物の言動に着目し，人柄や心情を根拠

を明確にして読み取ることができる。           

２　単元を貫く言語活動を位置付けた単元構想                    

　また，単元構想を見てみると，以下のようになっています。   

  この単元構想では，単元を貫く言語活動として，「“えびフライ”の

意味するものを考え，家族のきずなについて書く」を位置付けていま

した。第１時から第４時までの読み取りが，すべて第５時の学習に結

び付いたものになっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　このように，身に付けさせたい力を明確にした上で，単元を貫く言

語活動を位置付けた単元を構想することが，思考力・判断力・表現力

等の育成につながります。

  第２学年「家族のきずなを読む」の授業において，身に付けさせた

い力を明確にして単元構想を工夫している事例を紹介します。

１　身に付けさせたい力の明確化                                    

　本単元で身に付けさせたい力を，以下の手順で学習指導要領の指  

導事項レベルで確定しました。

①　学習指導要領のどの領域の，どの指導事項を取り上げるのかを明

らかにしました。

②　同系統の前単元の学習において，どのようなねらいや言語活動を

通して指導し，何が身に付き，何がまだ身に付いていないのかを明

らかにしました。

③　年間指導計画により，重点的に取り上げる指導事項を確定しまし

た。

   第２学年の文学的文章『盆土産』を中心教材として，単元を構想し

ました。指導事項を「読むこと」に絞り，本単元の授業で扱うものを

学習指導要領からキーワードとしてあげてみると，以下のようになり

ました。

〔読むこと〕                                             
○　抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句              
○　描写の効果，登場人物の言動の意味                    
○　文章の展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考え

を持つこと
○　文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関

連付けて自分の考えを持つこと 
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と思う？」と学級全体に問いかけ，Ｋ男の考えを予想させました。す

ると，「Ｋ男君は，どんなきまりを発見したのかな。私もきまりを発

見するぞ！」や「たぶん…」などと，「あたり」の数のきまりは何か

という課題意識を持ちながら意欲的に取り組む姿が見られました。

　このように，他者の見方や考え方を予想させる活動を取り入れるこ

とで，他者の考えを理解しようとする態度を引き出したり，課題意識

を高めたりすることができるのです。 

２　思考を可視化し，再生させる
　展開の段階には，１～18までの約数

を調べ，その結果について話し合う活

動を設定しました。ここでは，「共通

点や相違点に気付かせる」「気付いた

ことを理解させ，定着させる」ことをねらい，次の３つのことを行い

ました。１つめは，結果を短冊形の画用紙で黒板に掲示すること，２

つめは，考えや発言を端的にキーワードで板書すること，３つめは，

再生活動を取り入れることです。

　授業では，黒板に掲示されている短冊形の画用紙を使い，観点ごと

に分類・整理させたり，キーワードをもとに話し合わせたりしたこと

で，約数や素数の意味を理解したり，数の新たな見方を見いだしたり

する姿が見られました。また，「○○さんの説明をもう一度言えるかな」

と発問し，聞き取ったことを再生させる活動を取り入れたことで，学

習内容の定着を図ることもできました。

　このように，思考過程を共有・吟味させるには，考えを可視化した

り再生活動を取り入れたりすることが有効です。思考過程を共有・吟

味する過程の中で，思考力・判断力・表現力等がはぐくまれるととも

に，みんなで考えをつくり上げる楽しさも味わうことができるのです。

　第５学年「整数をなかま分けしよう」の授業場面を例に，教師の適

切な働きかけについて紹介します。

１　主体性を引き出し，課題意識を高める
　本時のねらいは，「約数や素数の意味を

理解する」です。教師は，数に働きかける

姿やつぶやきを引き出し，そこから課題意

識を高めていきたいと考えました。そこで，

「あたり」「はずれ」の表示の付いた数字カー

ド（くじ）を茶封筒に入れ，子どもにくじを引かせる「くじ引き大会」

を行いました。「15」と書かれた茶封筒の中から「あたり」（15の約数）

が取り出されるたびに，大きな歓声とともに全員がその数に着目しま

した。「この数をよく見なさい！」と教師が指示をしなくても，「あた

り」の数に着目する必然性を生み出すことができたのです。しかし，

単なる楽しい「くじ引き大会」で終わらせないよう，教師は，「どん

な数があたりだと思う」「あたりは何枚ぐらいあるのかな」などと問

いかけながら数への関心を高め，子どものつぶやきに着目していまし

た。すると，「あたりのきまりが見えた！」とＫ男がつぶやきました。

このような場面において，我々教師は，「ど

んなことに気付いたの？みんなに教えてく

れるかな」と，すぐに本人の発言を促す働

きかけをしてしまいがちです。しかし，教

師はＫ男に説明を求めず，「Ｋ男君はきま

りが見えたと言っているよ。どんなことだ
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自分の考えをより深めることができるようになるのです。

　また，解決できた生徒には他の方法を考えさせ，解決に悩む生徒に

は平行線の錯角をかかせて考えさせるなど，個人差への対応の手立て

があり，生徒たちは意欲的に活動していました。

  

２　他の人の考えを，自分の言葉で説明する場の設定
　自力解決させたあと，できた生徒にすぐ発表させてしまいがちです。

しかし，発表を聞いただけの生徒は，学習内容がなかなか定着しない

ものです。そこで，生徒たちがどのように考えたのか，思考過程を共

有させる工夫をすることが必要です。

　角の大きさを求めることができた生徒に，凹
おう

四角形の拡大図を与え

補助線を引かせました。式や言葉は書きません。７通りの補助線の考

え方が黒板に掲示されました。

次に，他の生徒を指名し，補助

線を引いた生徒はどのような考

えで引いたのか予想させ，根拠

となる図形の性質を明確にしな

がら，角の大きさの求め方を説

明させたのです。

　また，７通りのうち２通りは，ペアを作り，交互に求め方を説明す

る活動を取り入れました。短時間で全員に発言させることができ，説

明できない生徒を把握するためにも効果的な手段でした。

　教師が一つ一つの考えを称賛することで，生徒たちは成就感を持ち，

根拠をもとに分かりやすく説明することのよさを感じていました。

　このように，友だちがどのように考えたのか説明させる予想活動は，

思考過程を共有させることができ，数学的な見方や考え方を身に付け

させ，思考力・判断力・表現力等を育成するために有効です。

　第２学年「平行と合同」の授業において，平行線の性質など根拠と

なる性質を明確にしながら，角の大きさの求め方を説明することに重

点を置き，思考過程を共有させる場を設定した実践を紹介します。

１　自分の考えを明確にする場の設定
⑴　見通しを持たせる

　凹
おう

四角形を用いて，多様な考えで角の大きさ

を求める授業です。「難しそう」「どうすれば求

められるの？」という生徒たちに対し，「この

ままで求められますか」と問いかけました。あ

る生徒が，「今まで習ったことを使えばできる

んじゃないかな」とつぶやきました。すかさず，「どんな性質を使え

ばできそう」と問いかけると，生徒たちから平行線の性質などが次々

に出されました。更に，「これらの性質を使うためにはどうすればよ

いでしょうか」と全員に問いかけ，「平行線や延長線などの補助線を

引けばよい」という考えを引き出しました。

　ここで生徒たちは，補助線を引いて考えるという見通しを持つこと

ができたのです。見通しを持つことで，何をすればよいか具体的に理

解でき，主体的に活動を始めることができるようになります。

⑵　自力解決の場を十分に確保する

　見通しを持った次は，自力解決の場です。補助線を引いた理由や角

が等しくなる根拠などを時間をかけて書かせました。このように，自

力解決の時間を十分確保することで，自分の考えを明確にすることが

できます。そして，友だちの考えと比較する活動の場になったとき，
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ることにより，植物のからだのはたらきについての自分自身の見方や

考え方の変容を自覚できるようにしました。

２　科学的な見方や考え方をはぐくむ「振り返り」
　問題解決①～③では，「①植物は二酸化炭素を取り入れ，酸素を出

しているのだろうか」「②植物の葉に日光が当たると，でんぷんがで

きるのだろうか」「③植物の体内に入った水はどこを通るのだろうか」

について学習しました。

　問題解決の学習を行ったあとは，必ず学習前の見方や考え方（図１）

をもとに，振り返りを行い，新しく分かったことや疑問などを加筆し

ていきました。

　そして，問題解決①～③を終えた段階で，再度同じ形式のワークシー

トに，植物のからだのはたらきについての自分なりの見方や考え方を

まとめる場を設定しました。日光が当たるとでんぷんができるといっ

た内容はもちろん，友だちの考えを取り入れて付け加えたことや，「酸

素と二酸化炭素の交換はどこで

行われているのか」といった，

もっと調べてみたい疑問などが

書かれたワークシートは，自分

の学びの足跡であり，成長の証

にもなりました（図２）。　

　常に自分の見方や考え方を振

り返りながら学んでいくことは，

まさに思考の連続です。振り返

りの場を設定することは，科学

的な思考力，表現力をはぐくむ

上で大切な視点となりました。

　第６学年「植物のからだのはたらき」の授業において，単元導入時

に植物のからだのはたらきについての見方や考え方を表出させ，問題

解決の学習とその振り返りを通して，対象についての見方や考え方を

少しずつ科学的なものに変容させていった実践を紹介します。

１　素朴概念を大切にした単元構想
　子どもは，学習前であっても，それ

までの経験を通して，植物についての

見方や考え方を持っています。そこで，

それらをワークシートに書かせる活動

を設定しました。

　この段階においてＲ子は，土から吸

収した養分は葉に集まり，そこ

で日光の刺激を受けて多くなる

と考えていました。また，人の

体と同じように，植物の体内で

酸素や二酸化炭素が循環してい

るイメージを持っていたのです

（図１）。

　単元導入時に，このような子

ども一人一人の見方や考え方を

交流する場を設定したり，単元

終了時に，単元を通した学びを

振り返ったりする展開を構想す
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る活動を行いました。それによって，実験計画を再検討し，より精度

の高い実験となるように工夫したり，データの処理の仕方を改善した

りすることができました。

　実験の前に十分な話合い活動を取り入れたことで，目的意識を持た

せたり，活動の意欲を高めさせたりして，実験に臨むことができたの

です。

２　実験結果のまとめ
　実験結果を，次のような方法で発表しま

した。まず，班ごとに説明者と情報収集者

とに分かれます。説明者は，他の班の情報

収集者に自分たちの実験方法や結果について説明します。情報収集者

は，他の班を訪れて自分たちの班に必要な情報を収集したり，質問し

たりします。そして，自分の班に戻ったら，得た情報を生かしながら，

班のまとめを吟味します。最後に，全体で考えを出し合い検討するこ

とで，学級のまとめを行うという手順です。

　説明することに戸惑いのあった生徒も，「自分たちの班で確認した

ことを発表するように」と指示されると，ホワイトボードを活用して

自分の言葉で自信を持って発表することができていました。そして，

他の班に説明する過程を通して学習内容を再確認するとともに，他の

班からの質問に答えることで，より深く学習内容を理解することがで

きていました。情報収集者が説明を聞くだけで終わらないようにする

ために，自分たちの班と比較して質問をするように促した教師の働き

かけが有効でした。

　このように，実験の前後に互いの考えを伝え合う言語活動を取り入

れることは，思考過程の共有や吟味を促し，生徒の思考力・判断力・

表現力等の育成につながります。

  第３学年「運動とエネルギー」の授業において，言語活動を効果的

に取り入れた実践を紹介します。

１　実験計画の作成
　本時のねらいは，「力学的エネルギーが，物体の高さや速さ，質量

とどのような関係にあるのかを確かめるための実験方法を考える」で

す。

　まず，学級全体で話合いを行い，生徒たちは素朴概念や生活経験を

もとに，「位置エネルギー」は「高さ」と「質量」に関係があること，

「運動エネルギー」は「速さ」と「質量」

に関係があることを予想しました。

　次に，その中から班ごとにテーマを絞り，

関係を確かめるための実験計画を立てまし 

た。既習事項を生かして自分の考えを顕在

化したり，実験の条件に合った身近な材料を選択したりする姿が見ら

れ，「同じ高さから，様々な質量の物体を滑らせて木片に当て，木片

の移動した距離を調べる」「一本の釘を，様々な高さから粘土に落下

させて，釘が刺さった深さを調べる」「同じ物体を，速さを変えて箱

に当て，箱の移動した距離を調べる」など，班ごとに工夫した実験計

画を立てることができました。話合いの際には，ホワイトボードを活

用し，そこに意見や図などを書き込むようにしました。このような方

法は，互いの考えを共有しながら話し合うことができるため，実験計

画を具体化していく手立てとして大変有効でした。

　次に，自分の班の計画を説明するとともに，他の班の計画に質問す
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